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2023年9月に打ち上げられたX線分光撮像衛星XRISM搭載の軟X線撮像検出器(SXI)は4枚の裏面照射型のX線CCDからな
り、0.4–13 keVのエネルギー帯域で撮像分光を行う。Suzaku衛星やChandra衛星搭載のX線CCD検出器では、軌道上で
マイナス90 ℃以下まで冷却したCCD素子近くに設置された可視光遮光膜の表面に、コンタミ物質が付着したことによっ
て軟X線帯域(∼1 keV)の検出効率が低下していた。そこでSXIでは、コンタミ物質の付着を防ぐため、ヒーターにより
25 ℃に温度制御されたコンタミネーション防止膜(CBF)を装備している。しかしコンタミは時間とともに蓄積する傾向
があり、検出効率は経年劣化していくと考えられるため、継続的な評価が必要である。我々はSXIのコンタミ防止膜が十
分に機能しているかを確認するため、超新星残骸1E0102.2–7219のスペクトルからon-axis上にあるCCD素子(CCD2)と、
off-axis上のCCD素子(CCD3,4)で取得した観測データを用いてコンタミ量の絶対値を求めた。また地球大気の蛍光X線ス
ペクトルを用いてコンタミ付着の位置依存性やその時間変化を調べた。これまでの解析により、打ち上げから2年半は
CCD素子へのコンタミ物質の付着状況は安定していることを確認している。本講演では以上の解析結果の詳細について
報告する。
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